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平成 20 年度環境技術実証事業検討会ヒートアイランド対策技術分野 
（オフィス、住宅等から発生する人工排熱低減技術） 

ＩＴ機器等グリーン化技術小ＷＧ（第１回） 
議事要旨（案） 

 
1. 日時：平成 20 年 9 月 26 日（金）14:00～16:00 
2. 場所：法曹会館２階会議室「高砂」 
3. 議題 
（１）小ＷＧ設置の趣旨について 
（２）ＩＴ機器等グリーン化技術について 
（３）実証対象技術と実証項目について 
（４）今後の検討スケジュールについて 
 
4. 出席検討員：市川晴久（座長）、上苙健、太田完治、朽網道徳、佐々木言、高原明彦、

松野泰也 
 欠席検討員：村田俊之、森川泰成 
 
5. 配布資料 

資料１－１ ＩＴ機器等グリーン化技術小ＷＧの背景と目的 
資料１－２ ＩＴ機器等グリーン化技術小ＷＧの進め方について 
資料２ ＩＴ機器等グリーン化技術調査のまとめ 
資料３ 技術の絞込み・実証項目の検討 
資料４ 今後の検討スケジュール（予定） 
 
参考資料１ 環境技術実証事業パンフレット 
参考資料２ 平成 20 年度環境技術実証事業実施要領 
参考資料３ 平成 20 年度環境技術実証事業ヒートアイランド対策技術分野（オフィス   

住宅等から発生する人工排熱低減技術） ＷＧ設置要領 
参考資料４  平成 20 年度環境技術実証事業ヒートアイランド対策技術分野（オフィス   

住宅等から発生する人工排熱低減技術）ワーキンググループ第１回（7 月 
2 日開催）におけるご意見 
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6. 議事 
会議は公開で行われた。 

 
（1）WG 設置について 

・事務局より資料 1-1、1-2、参考資料 1 に基づき、WG 設置要綱、設置目的について説

明がされた。 
 
（2）IT 機器等グリーン化技術について、（3）実証対象技術と実証項目について 
・ 事務局より資料 2、資料 3 に基づき、「IT 機器等グリーン化技術調査のまとめ」、「技

術の絞り込み・実証項目の検討」について説明がされた。 
・ 実証対象とする技術が製品内の技術であっても、製品レベルでの実証が現実的である

との意見があった。 
・ 実証対象技術や実証単位に関して、技術分野ごとにカテゴライズを行い、再度整理す

ることが確認された。 
・ IT 機器等に関わる認証制度等、最新の国際的な動向を確認する必要があるとの意見が

あった。 
 
（4）今後の検討スケジュールについて 

・事務局より資料 4 に基づき、今後の検討スケジュールについて説明がされた。 
・小 WG 第 2 回の開催等については今後調整することに決定した。 

 
 

（文責：環境省水・大気環境局環境管理技術室 速報のため事後修正の可能性あり） 


